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予算
常任委員会

議
案
第
115
号

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

に
つ
い
て

答
　
基
本
的
に
は
単
年
度

で
使
い
切
る
こ
と
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

複
数
年
に
わ
た
っ
て
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
金
融
支

援
等
で
あ
れ
ば
、
基
金
に

積
み
立
て
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
算
出
根
拠

に
つ
い
て

答
　
そ
れ
ぞ
れ
に
基
本
と

な
る
単
価
が
あ
り
、
人
口

や
そ
の
時
の
感
染
者
数
、

保
健
所
の
有
無
な
ど
様
々

な
複
雑
な
条
件
を
元
に
算

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
効
果
的
な
対

策
で
あ
り
、
実
情
に
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
れ
ば
使
途

に
制
限
は
な
い
と
の
こ
と

で
、
こ
れ
に
基
づ
き
担
当

課
で
判
断
し
、
実
施
計
画

を
立
て
、
国
に
承
諾
を
得

て
い
ま
す
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
に

伴
い
、
宮
の
森
火
葬
場
解

体
工
事
費
用
が
増
額
補
正

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

答
　
当
初
は
1
7
0
0
万

円
ほ
ど
の
経
費
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
実
施
設
計

段
階
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処

理
費
が
掛
か
る
こ
と
が
分

か
り
、
総
額
で
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万
円
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
段
階
で
で
き
る
限

り
最
初
に
費
用
を
詰
め
て

お
く
、
ま
た
今
後
こ
う
い

っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、

当
初
の
段
階
で
建
築
士
を

通
す
な
ど
の
対
応
を
考
え

ま
す
。

問
　
指
定
管
理
の
期
間
延

長
に
伴
う
債
務
負
担
行
為

の
算
出
根
拠
に
つ
い
て

答
　
当
初
予
算
を
参
考
に

し
な
が
ら
各
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
を
加
味

し
て
判
断
し
た
も
の
で
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
収
入
保
険
の
保
険
料
一

部
補
助
の
周
知
に
つ
い
て

答
　
日
々
の
業
務
の
中
で

の
周
知
に
加
え
、
農
業
委

員
会
を
通
じ
て
も
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
116
号

問
　
県
の
医
療
機
関
・
薬

局
等
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
等
支
援
事
業
費
補
助

金
の
金
額
は
各
診
療
所
で

金
額
が
異
な
る
の
で
す
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご

と
に
分
か
れ
て
い
る
金
額

を
合
算
す
る
と
一
診
療
所

あ
た
り
一
律
百
万
円
に
な

り
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
117
号

問
　
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
等
シ
ス
テ
ム
改
修

は
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る

２
割
負
担
等
も
含
め
た
シ

ス
テ
ム
改
修
で
す
か
。

答
　
平
成
30
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
電
算
処
理
標
準
シ
ス

テ
ム
の
仕
様
変
更
に
伴
う

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
118
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
119
号

問
　
県
の
医
療
機
関
・
薬

局
等
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
等
支
援
事
業
費
補
助

金
が
70
万
円
だ
が
議
案
第

1
1
6
号
の
際
の
補
助
金

は
百
万
円
で
、
何
故
こ
の

よ
う
に
差
が
あ
る
の
で
す

か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

対
し
て
県
が
定
め
た
上
限

額
が
違
う
か
ら
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
1０9
号

湖
南
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

趣
旨令

和
２
年
度
に
お
け
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
等

に
準
じ
て
、
市
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
所
定
の
改
定

を
行
う
。

概
要

１
．
期
末
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
、
支
給
月
数
を
０
．

０
５
月
分
引
き
下
げ
る
。

２
．
会
計
年
度
任
用
職
員

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
は
支
給
月
数

を
変
更
せ
ず
、
令
和
３
年

度
以
降
は
０
．０
５
月
分

引
き
下
げ
る
。

反
対
討
論

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

公
務
労
働
者
の
労
苦
に
応

え
ず
、
求
め
ら
れ
る
内
需

主
導
型
の
経
済
転
換
に
も

背
を
向
け
る
も
の
で
す
。

中
高
年
層
の
賃
上
げ
抑

制
や
再
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
勧
告
も

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
職

務
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、

賃
金
が
低
水
準
に
抑
え
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

菅
首
相
は
所
信
表
明
で
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
や
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
賃
金
・
休
暇

な
ど
の
処
遇
改
善
を
行
う

べ
き
で
す
。
同
じ
仕
事
な

ら
処
遇
も
同
じ
と
す
る
よ

う
、
公
務
職
場
こ
そ
率
先

し
て
す
す
め
る
べ
き
で
す
。

地
方
公
務
員
の
賃
金
水

準
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ
ば
、

民
間
労
働
者
の
賃
金
引
き

下
げ
に
も
必
ず
影
響
す
る

と
考
え
反
対
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
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よ
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